
議案第５号 

 

 

平 成 2 8 年 度 屋 久 島 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 ４ 号 ） 

 

 

平成 28 年度屋久島町の簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 8,512 千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 556,768

千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出

予算補正」による。 

 

 （繰越明許費） 

第２条 地方自治法第 213 条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することができる経費は、「第２表 繰越明許

費」による。 

 

（地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 

 

平 成 2 9 年 ３ 月 ７ 日 提 出 

屋久島町長   荒木  耕治 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．歳　　入 -4-

（款）  6 繰入金 （項）  1 繰入金 （単位：千円）

目 計補正前の額 補正額
区分 金額

説　　　　　　　明
節

110,917 1 一般会計繰入金 △1,112112,029 △1,112一般会計繰入金 1 一般会計繰入金 △1,112

110,917112,029 △1,112計

（款）  9 町債 （項）  1 町債

52,900 1 簡易水道事業債 △3,50056,400 △3,500南部地区簡易水道事業 1 簡易水道事業債 △3,500

52,500 2 辺地対策事業債 △3,70056,200 △3,600南部地区簡易水道事業 1 辺地対策事業債 △3,700

△100永田地区配水管整備事業

4,800 3 公営企業会計適用債 △2005,000 △200公営企業会計適用債 1 公営企業会計適 △200

   用債

110,600118,000 △7,400計



３．歳　　出

（単位：千円）（款） （項）  1 総務費 1 簡易水道費

説　　　　　　　明

節

区　分一般財源 金　額
目

その他

特　定　財　源

補正額の財源内訳

計

国県支出金 地方債

補正前の額 補正額

△73260,744 1 一般管理費 △73261,476 △155一般職給 2 給料 △155

△3扶養手当 3 職員手当 △65

△62通勤手当   等

△42職員共済組合負担金 4 共済費 △42

△450水道料金歩合金 8 報償費 △450

△20普通旅費 9 旅費 △20

60,74461,476 △732計 △732

（款） （項）  2 簡易水道事業費 1 簡易水道費

△422126,198 1 簡易水道施設 △722126,920 △300 △400社会保険料 4 共済費 △400

   管理費 △714作業員賃金 7 賃金 △714

△35普通旅費 9 旅費 △35

166消耗品費11 需用費 △203

△340燃料費

△490光熱水費

848修繕料

△387医薬材料費

△125通信運搬費12 役務費 △347

△222手数料

175水道修繕保守業務委託料13 委託料 193

△68期限切量水器取替業務委託料

△374漏水調査業務委託料

460浄水場施設維持管理業務委託

料

△16土地借上料14 使用料及 △16

   び賃借料

800工事材料費16 原材料費 800

4291,842 2 南部地区簡易 △7,05898,900 △7,100 △30普通旅費 9 旅費 △30

   水道事業費 39消耗品費11 需用費 △6

△45燃料費
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 1 簡易水道費   2 簡易水道事業費  2 簡易水道事業特別会計
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（単位：千円）（款） （項）  2 簡易水道事業費 1 簡易水道費

説　　　　　　　明

節

区　分一般財源 金　額
目

その他

特　定　財　源

補正額の財源内訳

計

国県支出金 地方債

補正前の額 補正額

△7,022南部地区簡易水道施設整備工15 工事請負 △7,022

事   費

77,136 3 西部地区簡易 077,136 △45普通旅費 9 旅費 △45

   水道事業費 51消耗品費11 需用費 51

△6西部地区簡易水道施設整備工15 工事請負 △6

事   費

295,176302,956 △7,780計 △7,400 △380



２.　　一　　般　　職

（１）総　　　括 簡易水道事業

（人）

補正前 4 0 14,434 12,459 26,893 4,189

補正後 4 0 14,279 12,394 26,673 4,147

比　較 0 0 △ 155 △ 65 △ 220 △ 42

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

補正前 5,223 59 463 0 0 0 650 0

補正後 5,223 56 401 0 0 0 650 0

比　較 0 △ 3 △ 62 0 0 0 0 0

区分

（千円） （千円）

補正前 216 0

補正後 216 0

比　較 0 0

備考　　この表は、報酬又は給料をもって支弁される一般職の職員（事業支弁に係る職員を含む。）で予算の積算の基礎となったものに

　　　　ついて記載すること。

　　　　給　　　　　与　　　　　費　　　　　明　　　　　細　　　　　書

区　分
職員数

給　　　　　　与　　　　　　費

共済費（千円） 合計（千円） 備　　考
報酬（千円） 給料（千円）職員手当（千円） 計（千円）

31,082

30,820

△ 262

職員手当の内訳

区分
期末勤勉手当 扶養手当 通勤手当 住居手当 児童手当 管理職手当 時間外手当 地域手当

特殊勤務手当 宿日直手当 初任給調整手当 退職手当組合負担金 管理職員特別勤務手当

（千円） （千円） （千円）

0 5,848 0

0 5,848 0

0 0 0


